
図14. 指定PETボトルのリサイクルの流れ（2024年度）

図15. 回収・リサイクル・有効利用とは

■ リサイクル率、回収率、有効利用率などの解説
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残り: 単純焼却・埋め立て・散乱など

　消費者から排出されるPETボトルには、大別して2つの回
収ルートがあります。一つは、容リ法に基づき市町村が回収
するルートと廃掃法に基づき事業者が回収するルート（自販
機横のリサイクルボックス、コンビニ、スーパーなどの店頭回
収、オフィス、工場、交通機関など）です。これらは、資源とし

て回収されリサイクルされます。
　一方、可燃ごみ・不燃ごみに出されたものは、ごみ処理とし
て焼却や埋め立てに回されます。さらに、これらから漏れたも
のとしてポイ捨てや台風などによって河川や海へ流出してし
まうものがあります。
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図16. PET樹脂のマテリアルフロー（2024年）

表6. ボトル用PET樹脂需要実績推移

■ 樹脂の動向
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※過去10年分のデータを掲載しています。掲載以前のデータは推進協議会Webサイトをご覧ください。
※端数処理のため、数値が合わない場合があります。

https://www.petbottle-rec.gr.jp/data/demand_trend.html
HOME > 統計データ > ボトル用樹脂需要動向
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